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【要約】 

 本稿は、ヨーロッパで開発・出版された初級日本語総合教科書の分析の結果をまとめたものである。

分析の対象となったのは 12 カ国の 26 冊の教材である。分析は、教材の到達目標とシラバス、表記の

特徴、文法項目の取り上げ方について行った。 

本研究の目的は、教材の分析を通し、海外の日本語教材の状況に加え、現地の語学学習観や知識が

どう捉えられているかを解明し、分析から得られた結果や知見を海外の教材支援および日本国内にお

ける継続的学習のサポートや教材作りなどに役立てることである。 

 

１.はじめに 

 『2015 年度海外日本語教育機関調査』（国際交流基金）によると、日本語教育上の問題点として「現

在使っている教材は教える内容・目的の面で適切か」という質問に対して、適切であると答えた機関

は 31.6％であった（2018 年度調査では同様の質問項目はない）。では、教育機関ではこのような問題

に対してどう対処しているのであろうか。本研究チームでは、小規模ながら、実態を把握すべく、

教科書の使用・開発に関して調査を行った（ヨフコバ四位・稲葉・久保田 2019）。その結果、日本

国外では、個々の学習環境に応じて、独自の教授法をもとに様々な教材の開発・出版がなされている

ことがわかった。しかし、日本国外で実際に多くの教材が作られていても、出版されている教材につ

いては横断的な分析がなされておらず、また日本国内で情報が共有されていない。その実態を受け、

本研究チームは日本国外で開発・出版されている教材の収集および徹底的分析を行い、得られた結果

をデータベース化し、公開することとした。 

 

２.研究の目的 

本研究では、日本国外で、(1)どのような日本語教材が開発・使用されているのか、(2)開発・使用さ

れている教材が言語学習をどう捉え、何を目的にどのように編纂されているか、具体的には教材の構

成・シラバス、目標言語能力、学習項目の提示方法、教育の目的、教材の背景にある学習観や教授観

 
1本研究は、公益財団法人 KDDI 財団の調査研究助成を受けています。 
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などにどのような特徴があるかを総合的に解明することを目指す。これらを明らかにし、情報の共有

化を図るデータベースを構築する。幅広い地域からの多くのデータを収集し、情報として蓄積するこ

とで、グローバル化が進んでいる日本語教育の教材状況を多角的に把握でき、日本国内で情報が不足

している海外の日本語教材状況のみならず、日本語教育事情のあらゆる側面についての情報も得られ、

全体像が明確となる。教材の分析から得られたデータは、以下の 3 つの点で有用である。まず、前述

の（1)、（2)を踏まえ、海外の様々な地域や国における日本語教材の状況を網羅的に把握できれば、ど

の地域またはどの国で、教材作りに関してはどのような問題が存在し、またどこでどのような教材が

不足しているかを明示できる。また、多様化する日本語学習者の継続的学習サポート、異なるレベル

や機関間のアーティキュレーション（連続性）の確保にも役立てられる。さらに、海外の教材に反映

されている教授法や教材作りに関する現地の知見や語学学習観、いわば「現地の知識、local knowledge」

（Canagarajah（2005）、クリフォード・ギアーツ（1999））を解明し、新たな教材作りのノウハウとし

て提供する。 

 本研究の最終目的はデータベースの構築である。本調査研究で収集した情報をデータベース化して、

ICT を駆使した検索ツールにより構築、公開することで、情報の検索・選定に手間がかからず、国内

外を問わず、その情報が多くの人に届き、容易に利用できることを可能とする。 

 

３.研究方法 

本研究の目的のため、本研究チームのメンバーが海外へ出向き、現地の日本語教員や研究者の協力

を得つつ、教材収集を行う予定であったが、コロナ禍拡大に伴う渡航規制が強まり、現地での調査・

収集が困難となったため、日本国内にいながらできる情報収集方法をまず検討した。国内での情報収

集の第一歩としては、国際交流基金浦和図書館に所蔵されている海外の日本語教材を調査・分析する

こととした。調査は以下の手順で行った。 

国際交流基金図書館蔵書検索（OPAC）から、日本以外の国／地域が発行国となっている教材の検

索を行った。その結果、67 カ国／地域に関してデータが得られた。まずは、情報が見つかった教材の

国別リストを作成した。次に、地域を絞り、はじめにヨーロッパの国／地域で作成・発行されている

教材から調査・分析を行うこととした。ヨーロッパに関しては 22 カ国からの 200 冊あまりの情報が得

られた。しかし、その 200 冊の中には、日本国内で作成された教材の現地語版（翻訳本）など、本研

究の目的から外れる教材も含まれていたため、次のような基準を設け、本研究に適した教材の選別を

行った：1)海外で作成された教材であること、2)2000 年以降刊行された教材であること2、3)主に初級

の総合教科書であること3。選別の結果、12 カ国（オーストリア、チェコ、ポーランド、ロシア、フィ

ンランド、フランス、ドイツ、ハンガリー、アイルランド、イタリア、スペイン、イギリス）の 26 冊

を選定した。選定した教材は、表 1 に示す。 

 

 
221 世紀に入ってからインターネットの急速な普及によって、教材作りにも多くの変化（電子版や

e-learning、新しい教授法などの教材の増加）が見られたので、本研究では、2000 年以降に作られた教

材に着目することとした。 
3分析に総合教科書を選んだ理由は、本研究の分析対象に定めた項目、すなわち、教材の構成・シラバ

ス、目標言語能力、学習項目の提示方法、教育の目的などの考察には、総合教科書が最も適している

と判断したためである。また、初級に絞った理由は、初級は概ね学習内容が統一されており、分析の

基準が定めやすいためである。  
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表 1 分析の対象に選定した教材 

No. 教材 

①4 【オーストリア】Nihongo e youkoso: Japanischkurs für Anfänger, Otto Maderdonner（2002）Öbv htp 

*以下、Nihongo e youkoso5 

② 【チェコ】Japonština, Ivona Barešová, Tereza Nakaya a kol. (2015) Univerzita Palackého v Olomouci 

③ 【チェコ】Učebnice japonštiny, Ivan Krouský (2001）H&H 

④ 【ポーランド】Język Japoński dla początkujących, Ewa Krassowska-Mackiewicz (2004) Warszawa : 

Wydawnictwo PJWSTK 

⑤ 【ロシア】Учебник разговорного японского языка／日本語会話, Л.Т.Нечаева（2010）Московский 

Лицей 

*以下、Учебник разговорного японского языка 

⑥ 【ロシア】Учебник японского языка／日本語教科書, кн.1-4, под ред. И.В.Головнина（2009）Живой 

Язык 

*以下、Учебник японского языка 

⑦ 【ロシア】Основы японского языка, 3-e изд., испр. и доп., Б.А.Караев&К.А.Караева (2007) 

Издательство Уралского университета  

⑧ 【ロシア】Разговорный японский язык, часть 1，2 (2006-2007) Издательство Уралского университета 

⑨ 【ロシア】Японский язык от А до Н : учебное пособие для начинающих, ч. 1, Н.В.Власова (2006-) 

Российский Государственны Гуманитарный Университет 

*以下、Японский язык от А до Н 

⑩ 【ロシア】Учебник японского языка : началъный курс／日本語の会話 , изд. 2-е, доп. и перер., 

Ю.П.Киреев (2002) 

*以下、Учебник японского языка  

⑪ 【ロシア】Самоучитель японского языка／日本語独習, Изд. 4-е, исправленное, Б.П.Лавлентьев 

 (2001) Живой Язык 

*以下、Самоучитель японского языка 

⑫ 【ロシア】Читаем, пишем, говорим по-японски : учебник для средней школы, уроки 1-20/21-32, Е. В. 

Стругова & Н.С. Шефтелевич (2000ー2003) Муравей Гайд 

*以下、Читаем, пишем, говорим по-японски 

⑬ 【フィンランド】Konnichi wa : Japania aikuisille, 1, Virpi Serita (2015-) Finn Lectura 

*以下、Konnichi wa 

⑭ 【フランス】Promenade/さんぽ, Méthode de japonais v. 1 - niveau A1, Kawakami Yuka, Kito Yuka, Sato 

Junko (2015-) Les Éditions L’École Polytechnique 

*以下、Promenade 

⑮ 【フランス】Yatta/やった : réviser le japonais en s'amusant, Isabelle Raimbault & Nathalie Rouillé (2009) 

Ellipses 

*以下、Yatta 

⑯ 【フランス】Manekineko Japonais : méthode de japonais pour les collèges et lycées／日本語のまねきね

こ (2003) Ellipses 

*以下、Manekineko Japonais  

 
4文中に教材を引用する際に用いる番号。 
5題名が長い教材に、文中に引用する際に用いる通称。 
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⑰ 【フランス】Parlons japonais／日本語で話しましょう, t. 2, Nouv. éd., Tomoko Higashi & Kazuro 

Oguma (2002-2003) PUG 

*以下、Parlons japonais 

⑱ 【ドイツ】Grundlagen der japanischen Sprache : Lehrmaterialien : Grundstufe/日本語 : 初級, T. 1 = 

上・下， Hisako Niki-Dahlen (2008-2009) Tud Press 

*以下、Grundlagen der japanischen Sprache 

⑲ 【ドイツ】福岡からこんにちは ! : Japanisch für Hörer aller Fachrichtungen, Bd. 1, Keiko 

Oshima-Gerisch & Yasumasa Oguro (2004) Japan Pub. 

*以下、福岡からこんにちは! 

⑳ 【ドイツ Japanisch, bitte! neu /日本語でどうぞ  A1-A2, Yoshiko Watanabe-Rögner, Kumiko 

Ikezawa-Hanada, Midori Satsutani (2014) Klett 

*以下、Japanisch, bitte! 

㉑ 【ハンガリー】Dekiru : Japán nyelvkönyv/できる 1,2 (2011-2012) Japan Foundation/Nemzeti 

Tankönyvkiadó 

*以下、Dekiru 

㉒ 【アイルランド】Nihongo kantan, 2nd ed. (2011) Ursula Zimmermann 

㉓ 【イタリア】Impariamo il giapponese : corso di lingua e cultura giapponese : livelli N5-N4 del Japanese 

Language Proficiency Test, v. 1，Matilde Mastrangelo & Junichi Oue (2018-) Hoepli 

*以下、Impariamo il giapponese  

㉔ 【スペイン】Japonés en viñetas 1, 2 別書名「マンガで日本語」, Marc Bernabé (2004-2005) Norma 

Editorial 

*以下、Japonés en viñetas 

㉕ 【スペイン】El japonés fácil (2004) Editorial de Vecchi 

㉖ 【イギリス】Take off in Japanese, Lynne Strugnell (2000), Oxford University Press 

 

 分析は、以下のような項目について、研究チームのメンバーで分担して行うこととした。 

（１）教材の到達目標とシラバス（久保田） 

（２）表記の特徴（稲葉） 

（３）文法項目の取り上げ方（ヨフコバ四位） 

  

４.教材の到達目標とシラバス 

 本章では、まず到達目標、シラバスを中心に、その記述の仕方や内容について概観し、次に、その

中でも言語行動目標が項目の最初に掲げられている教科書を取り上げ、構成や内容について分析する。 

 

４.１ 到達目標、シラバスの概観 

 今回調査した教科書の中には、最終的な目標をどこに置いているかということが明示的に述べられ

ていないものが多くあった。本節では、ある程度、前書き、あるいは本のタイトルなどからの推測も

含め、どのような到達目標が掲げられていたか、その示し方によって 6 つに分類して述べる。（ ）内

の丸数字は、表 1 中の教材 No.であり、特に明らかであると考えられるものを付した。 

１）初級・中級といった示し方 

  例：初級 1、初級 2、中級 1，中級 2（⑥） 大学初級（⑱） 
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２）文法項目・文型での示し方 

  明示的に到達目標として書いてあるものはなかったが、目次などから、文法項目の習得が目標と 

なっていることが推測できるものは多くあった。 

３）日本語能力試験 

  例：日本語能力試験 4 級、3 級／N5、N4 （⑲、㉓） 

４）CEFR の基準 

  例：A1, A2, B1, B2 （⑭ ⑰ ⑳ ㉑） 

５）公的な基準 

例：フランス公式プログラム（⑯）、ナショナル・コア・カリキュラム（㉑） 

６）その他：「新聞および科学技術文章を読むため」（⑪）「楽しく日本語を学ぶこと」（㉔）といった

記述 

対象学習者に関しては、大学生、高校生、一般の学習者、ビジネスマンといった表記が全ての教科

書で示されていた。 

シラバスは大きく 3 つに分けることができた。シラバスに関しても、特に明示的に書かれているも

のはほとんどなかったが、前書きや目次などから明らかにわかるものが多かった。 

１）文法・文の構造を中心としたシラバス 

  ①、②、③、④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩、⑪、⑫、⑮、⑯、⑱、⑲ 

２）言語行動目標（「～ができる」といった記述）が学習項目（目次や各課の扉など）の最初に掲げら 

れているもの 

  ⑬、⑭、⑰、⑳、㉑、㉒ 

３）トピック・場面を中心としたシラバスが複合されているもの 

⑤、⑧、⑬、⑭、⑯、⑰、⑱、⑲、⑳、㉑、㉒、㉓、㉖  

言語行動目標が項目の最初に掲げられているものは、全てトピック・場面が複合されていた。次節

では、特に言語行動目標が項目の最初に掲げられている教科書についてさらに分析する。 

 

４.２ 言語行動目標が項目の最初に掲げられている教科書の分析 

 表 1 に挙げた教科書の中で、言語行動目標（「～ができる」といった記述）が学習項目（目次や各 

課の扉など）の最初に掲げられている教科書は 6 冊あった。2001 年、欧州評議会（Council of Europe） 

によって公開された CEFR（Common European Framework of Reference for Languages）は、行動中心主

義に基づいている（Council of Europe 2020）。CEFR の考え方は、公開後、ヨーロッパ各地域の言語教

育に広まっており、日本語教育の分野にも浸透しつつある。表 1 中の教科書の中で、CEFR の基準を

到達目標、あるいは教科書のレベルとして明示的に示したものは 4 冊であった。本節では、ヨーロッ

パにおいて発行されている教科書が、CEFR の考え方をどのように実現しようとしているのかを探り

たいと考えている。前述の 6 冊の中から、CEFR の基準は明示していないが、言語行動目標を学習項

目の最初に掲げている教科書を 1 冊、さらに CEFR の基準を明示的に示している教科書の中から 3 冊

を取り上げて分析する。 

 

４.２.１ Konnichi wa 

まず、最初に、表 1 中⑬Konnichi wa の教科書を取り上げる。この教科書の基本情報は以下の通りで
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ある。 

(1)出版国：フィンランド、(2)執筆者：Virpi Serita、(3)対象：初級/ビジネスマン、(4)発行年：2015 年 

(5)到達目標：前書きによれば、日本語の読み書きだけでなく、日常生活に必要な口頭でのコミュニケ

ーション能力を身につけることを目的としており、短い会話や練習問題を通して練習していくという

ことである。また、語学力だけでなく、日本の文化も紹介され、文化コーナーは、各章の導入部とし

ての役割を果たし、特に日本語への興味を喚起することを目的として書かれている。内容としては、

フィンランドと日本の協力関係において生じる文化的な違いや共通点を紹介することを目的としてい

る。 

(6)全体の構成：OSIO1「紹介と出会い」（第 1 章受付で、第 2 章紹介）、OSIO2「内と外」（第 3 章忘れ

物、第４章食堂で）、OSIO3「時間がたつ」（第 5 章エレベーターの中、第 6 章明日）となっている。

OSIO は、2 章ずつをまとめたユニットのようなものであり、「内と外」「時間がたつ」といった少し概

念的な名前がつき、その下位にある各章のタイトルは、場面、あるいはトピックになっている。 

(7)各課の構成：トピック－場面－キーワードとフレーズ－会話－文化コーナー－文法－つかいかた－

ミニ会話－れんしゅう－かな・漢字コーナー－語彙リスト 

 以下、具体的に説明する。 

 

 

図 1 第 4 課：扉・導入ページ（意訳、原文フィンランド語）6 

 

図 1 は、第 4 課の最初のページである。各課の扉には大きな写真が載っており、第 4 課の場合は、

サラリーマンが行きそうな「つけ麺屋」の写真が載せてある。「しょくどうで」という場面が提示され、

そこにはまず、「会議が終わると・・・・・」というように、かなり具体的な場面設定が書いてある。

そしてその下に、「ものの名前や生産地が聞けるようになること」というように、単に「名前を聞く」

 
6今回の意訳には機械による自動翻訳を利用した。 
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「○○について言う」といったことではなく、実際のサラリーマンの言語行動を意識した言語行動目標、

いわゆる Can-do が「学習目標」として書かれている。そして、その下に、「文法的構造」という欄が

あり、この課で扱う文法のリストがキーフレーズとして並ぶ。続くページにはキーワードとして「あ

いづち」が紹介され、会話文、文化コーナーと続く。文化コーナーでは、自己紹介の仕方、名刺に書

くべき情報など、具体的に説明されている。 

この教科書の特徴は、ビジネスマンにとって有益であろうビジネス場面での文化に関する解説、あ

るいはその際に有益である日本語表現に関する記述が豊富にあることである。第 6 課の文化コーナー

では、「議論の対象を変える」と題して、次のような説明が載っている。 

 

ビジネス交渉では、本番の交渉に向けて好ましい雰囲気を作るために、本番前に話題を提供する

ことがよくあります。特に、その日の話題に変えるときには、「ところで」が使われます。この章で

は、話し手が前の行とは別のことを思い出している状況で、「そういえば 」というフレーズが出て

きます（この場合は女の子の誕生日）。（p.152 意訳、原文フィンランド語） 

 

このような表現を文化紹介とともに、初級の早い時期に導入するという発想が優れている。この文

化コーナーのあとは、文法説明、つかいかたと続く。練習問題もあるが、構造を確認するための、変

換練習や穴埋めの練習が多く、タスクやアクティビティといったものはない。 

この本では、非常に優れた文化紹介の内容が多くの紙面を割いて掲載されているが、そのような文

化に関する項目も知識としての導入といった位置づけのように思われる。学習目標としては、Can-do

で書かれているが、文化知識や、文法の知識といったものを提示することで、そこからできることに

つながるという考え方のようである。ビジネスマン、大人の学習者に対して、まずは必要な知識を与

えることで Can-do に繋がるという考え方なのかもしれない。また、この本の最初のほうにも書いてあ

るのだが、フィンランド語話者は日本語の習得が比較的容易であるという考えが根底にあるように思

われる。そういった意味からも、具体的な言語行動をさせることで身につくスキルやストラテジーと

いったものを教科書内に反映させることをあまり重要視していない可能性もある。 

 

４.２.２ Promenade 

次に、表 1 中⑭Promenade（「さんぽ」という日本語名がついている）の教科書を取り上げる。本教

科書の基本情報は以下の通りである。 

(1)発行国：フランス、(2)執筆者：Kawakami Yuka, Kito Yuka, Sato Junko、(3)対象：高校生、大学生、全

くの初心者、(4)発行年：2015 年 

(5)到達目標：この本には、「45～50 時間で A1 レベルをカバーする」と書いてあり、学習時間と CEFR

のレベルが明示されている。 

(6)全体の構成：目次を見ると、ユニットのタイトルには、トピック、あるいは場面が書いてある。2

分冊になっているが、各分冊のユニットは 8 ユニットで、1 分冊目のタイトルを挙げると、「出会い」

「授業」「一日」「約束」「誕生日」「食事」「旅行」「夢」となっていて、高校生、大学生になじみのあ

るトピック、あるいは場面が取り上げられているのがわかる。 

(7)各課の構成：各課、1 課分の構成を見てみると、最初のページには、Can-do が書いてあり、続いて

コミュニケーションの目標・項目、文法項目が明示的に示されている。そして続くページには会話が
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示されているが、吹き出しにせりふが入った形で、イラストとともに書かれている（図 2 参照）。それ

以降のページで示される文の構造の説明は視覚的にわかりやすく、その説明も比較的詳しい。後述の

ZOOM というところでは、文法的な項目にも焦点があてられ、初級の教科書ではあるが、助詞の「は」

について、主題であるといった説明がされていたりする。 

 

 

図 2 第 1 課：扉・導入ページ（意訳、原文フランス語） 

 

図 3 第 1 課：アクティビティのページ（意訳、原文フランス語） 

 

 

文法説明の後にアクティビティ、ZOOM というコーナーが続く。アクティビティの部分では、ごく

単純な文をつくらせるときも、かならずタスクになっていて、オーセンティックな、あるいは、意味

のある理由が付けられている（図 3 参照）。ZOOM では、「一歩踏み込んで、ことばや文化的背景につ

いて知りたいと思う学習者のためのコーナー」となっている。 
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少しずつアクティビティは難しくなっていくが、この教科書の場合は、話すことがほとんどで、読

む、書くといった活動はあまり取り入れられていない。また、文構造や文法についてのわかりやすい

図式や説明はあるが、それを単純に確認する、定着させるための練習はない。その代わり、簡単な、

現実の世界に少し関係したようなタスクで練習をさせている。そして、そのことによって Can-Do が

達成されるということになる。知識を与えるだけでなく、また機械的な練習などは行わずに、現実に

近い工夫されたアクティビティを通して Can-do を達成させているといえる。 

 

４.２.３ Parlons japonais 

次に、表 1 中⑰Parlons japonais の教科書を取り上げる。日本語で「日本語で話しましょう」という

題が付いている本教科書の基本情報は以下の通りである。 

(1)発行国：フランス、(2)執筆者：Tomoko Higashi, Kazuro Oguma、(3)対象：フランス語を話す一般の

人、(4)発行年：2002-2003 

(5)到達目標：序文には、教科書終了時に、欧州共通参照枠（CEFR）A2 の第 1 レベル（A2.1）に到達

することが目標と明確に書かれている。本教科書は約 120～150 時間の学習に相当し、コミュニカティ

ブ・アプローチに基づいた初のフランス語の日本語教科書である『Parlons japonais Iparu en 1989, puis 

reedite en 2000』を改訂したものであると書かれている。よりわかりやすく、効率的に、楽しく学べる

ように、新しい方法で紹介されているともある。 

また、フランス語圏の人々に特化した方法で学べるとあり、語用論、社会論、異文化的な側面を取

り入れていると書かれている。文法規則の学習とコミュニケーション活動への両方を行ったり来たり

することで、スパイラル的に学習を進めることができるということである。 

(6)全体の構成：全体の構成：最初に「基礎」という課があり、ひらがな、かたかな、ローマ字、発音、

書き方、表現、漢字、文法、言語と社会といった項目で、基礎的な知識の概要が紹介されている。 

レッスン（課）は 10 課まである。それぞれの課にはタイトルはついていない。各レッスンの会話には

タイトルがついている。たとえば、レッスン 1．はじめまして、2．いらっしゃいませ、3．今何時で

すか／お茶でもいかがですか、4．銀行はどこでしょうか／スキーに行きませんか、というように、文

型を意識したタイトルのように見える。 

(7)各課の構成：目標－会話－文法－表現－語彙－漢字－活動－練習－文法ポイント－ことばと社会と

なっており、説明書きには、「学習者は、日常生活のタスクを遂行する状況に置かれる。アクティビテ

ィでは、「口頭理解（聴解）」「文章理解」「表現」「仲介」の 4 つのスキルに焦点を当て、学習者がすで

に習得した知識をすべて再利用するように促す。」と書かれている。 

1 課の中を具体的に見てみると、最初に言語行動目標が目的として書かれている。次にコミュニケ

ーション・スキルが書かれており、それぞれのスキルはどのような学習項目、文法などと関係するか

が示されている。また、ことばの背景にある文化的な知識についての説明が書かれているのも特徴で

ある（図 4 参照）。さらに、会話、文法、表現、語彙、漢字と進み、活動（アクティビティ）のページ

が続く。 
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図 4 第 1 課：最初のページ（意訳、原文フランス語） 

 

 

図 5 第 1 課：アクティビティと練習のページ（意訳、原文フランス語） 

 

活動（アクティビティ）のページを見ると、最初に聴解がある（図 5 参照）。次に読み書きがくるが、

たとえば、第 1 課の場合、「フォーラムに投稿されたこれらのメッセージを読んで、あなたのメッセー

ジも書いてください。」となっていて、単純な自己紹介の文章であるが、現実に起こりうる言語行動が

基になっている。さらに、このページには、「仲介の活動」というのがある。「日本語を話せないフラ

ンス人の友人の自己紹介を手伝うことになります。プレゼンのために、一文一文、シンプルな解釈を
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してみてください。」というように、単なる文の意味を言うというタスクではなく、友達のために通訳

をするという「仲介の活動」となっている（図 5 参照）。この課ではまだ単純な自己紹介しかできない

のだが、通訳をしてあげるという活動をここで取り入れることになる。媒介言語としてフランス語が使

えるためクラス活動として成立するということもあるが、早い時期からこのような活動を取り入れて

いる例は、日本の教科書ではあまり見ない。いわゆる多国籍のクラスで教えている環境では実現しに

くい活動で、そのためにこのような活動の重要性を忘れがちではないだろうか。 

本教科書は、アクティビティに様々な技能の活動を取り入れているところ、また、現実の世界を意

識しているところが特徴的である。そしてこのような活動を通して Can-do を着実に実現させることを

目指している。文法に関しては、早い段階で文法の構造などの説明のためのパートを入れている。し

かし、その構造を確認するための練習は、用意されてはいるが、一連のアクティビティのあとに位置

づけられている。なお、この教科書では、技能のなかでも、たとえばロールプレイのようなやりとり

のためのアクティビティはあまり入ってこない。聞く、読む、書くことに焦点が当てられているよう

に感じられる。 

 

４.２.４ Dekiru 

次に、表 1 中㉑Dekiru の教科書を取り上げる。本教科書は、ひらがなで『できる』と表記されるこ

ともある。本教科書の基本情報は以下の通りである。 

(1)発行国：ハンガリー、(2)執筆者：Kiss Sándorné, Sato Noriko, Székács Anna、(3)対象：中学・高校の

生徒、大学の初級者、語学コースの生徒対象、オンライン学習者も利用できる、(4)発行年：2011-2012 

(5)到達目標：前書きには、ナショナル・カリキュラムと「ヨーロッパ言語共通参照枠」に基づいてい

ると明記されている。中等教育修了試験エーレッチェーギのレベル設定とも連動し、Dekiru 1 は A2 ま

で、Dekiru 2 は B2 までをカバーしている（松浦他 2012）。その作成コンセプトは、異文化間コミュニ

ケーション能力と対話力に重点が置かれ、松浦他（2012）では以下のように引用している。 

 

 本書は日本語教育の目的を、学習者がすでに持っている「ことば」の能力に加え、日本語や日本文

化の知識能力を駆使し、異文化環境において異なる社会文化的背景を持つ人間が相互に対話を続けて

行くために必要な意欲と寛容、知識と技能を育成することと考えている。すなわち日本語教育が日本

語日本文化を通しての異文化間コミュニケーション能力と対話力を養成する人間教育であるという理

念に基づいている（『できる』「序」より抜粋 原文ハンガリー語）（松浦他 2012, p.90） 

 

(6)全体の構成：前述の通り、Dekiru 1 と Dekiru 2 の 2 分冊になっており、1 は、1 課～24 課、2 は 25

課～48 課までとなっている。1 の最初には、挨拶のことば、ひらがな、かたかな、登場人物の紹介が

載っている。続く各課のタイトルは、トピックあるいは場面になっており、1 を例に挙げると、第 1

課「じこしょうかい」、第 2 課「ホームステイ」、第 3 課「まち・かぞく」、第 4 課「かいもの、学校」、

第 5 課「毎日の生活」、第六課「しゅみ」、第 7 課「ハイキング」、第 8 課「手紙」と続く。 

(7)一課の構成：Can-do 目標－文化クイズ－会話－テキスト－練習－文の構造を理解するための練習－

Can-do タスク（話す、やりとりをする、生素材を使った読みの練習など）－お持ち帰りタスク（イン

ターネットで調べたりして、ハンガリーと日本を比較する）－異文化コラムという流れである。異文

化コラムには、個人的な経験などの例も書いてあり、様々な場合があることをあえて示し、ステレオ
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タイプの回避を狙っている。 

本節で紹介した教科書には、文化に関する記述が詳細で、自国との違いを意識させるものもあった

が、では、異文化間能力、あるいは異文化間コミュニケーション能力を実際にはどうすれば養うこと

ができるのかといった問題を強く意識しているものは少なかった。この教科書は、そうした異文化間

能力の養成そのものをどうするかという問題に取り組んでいる。松浦他（2012）では、異文化間コミ

ュニケーション能力育成の教材化にあたり、「一つは、異文化間能力育成関連の要素を段階的に導入し

ていくこと、もう一つは、課の複数のコーナーに異文化間能力養成関連の要素を分散させ、複合的に

取り入れること」の 2 点に配慮したと述べている。段階的な導入のために、「Lazar 他（2007）をモデ

ルに、異文化間能力の育成の段階として、①知識→②比較→③態度という 3 つの段階を設けた。」と述

べている。また、「Byram（1997）で提唱される 5 つの異文化間能力が言語学習と同時に複合的に育成

されるよう、前述の「異文化クイズ」「会話・テキスト」「Cand-do タスク」「お持ち帰りタスク」「コ

ラム」「文化紹介など、それぞれ機能の違うコーナーに異文化間能力教育を分散させた（松浦他 2012, 

p.98）」としている。Byram（1997）の 5 つの異文化間能力とは、態度、知識、解釈と関連付けの技術、

発見とインタラクションの技術、批判的文化アウェアネスであり、また、Lazar 他（2007）の教育モデ

ルとは、①自他文化の「見える文化」と「見えない文化」を意識化することで知識を得、②自他文化

の比較により自文化を内省する力をつけ、③多文化を尊重できる態度の育成をするという流れのこと

を指す。 

この教科書も CEFR の考え方を取り入れて、社会言語、談話能力を意識し、6 技能のタスクを取り

入れていることがわかる。また、この本の中でも前述の⑰Parlons japonais と同様に「仲介の活動」が

見られた。本書の作成の経緯に関しては、佐藤・セーカーチ（2009）にも詳しく書かれている。 

 

４.３ 本章のまとめ 

 本章では、取り上げた 26 種類の教科書の到達目標、シラバスを中心に、その記述の仕方や内容につ

いて概観し、さらに、言語行動目標（「～ができる」といった記述）が学習項目（目次や各課の扉など）

の最初に掲げられている教科書 6 冊のうち 4 冊を取り上げ、構成や内容について分析した。今回取り

上げた教科書のうち、CEFR の基準で明示的にレベルが示されていたものは 4 冊しかなかった。しか

し、取り上げた教科書 4 冊をより深く分析したところ、各課の明確な言語行動目標に向かって、様々な

工夫がされていることがわかった。その工夫のされ方は、知識重視のものから、Can-do を意識したア

クティビティが中心のもの、通訳や翻訳などを含む仲介の活動が社会においてどのように交流に役立

つかを意識したもの、さらに異文化間能力の育成を具体的な方策を用いて達成しようとしているもの

まであった。日本国内でも言語行動目標達成をシラバスの最初に掲げた教科書は近年少しずつ増えて

きているが、まだ数は少ない。内容面においても、CEFR の先発地域であるヨーロッパで作成された

教科書から学ぶべき点が多くあることがわかった。 

 

５.表記の特徴 

５.１ 表記のバリエーション  

 本章では表記について論じる。分析対象とした教科書には 3 つの表記方法が用いられていた。 

（１）漢字仮名交じり文表記（仮名文） 

（２）ローマ字表記 

73



（３）併記：漢字仮名交じり文（仮名文）とローマ字やキリル文字の併記や組み合わせ 

 この 3 通りの表記を用いている教科書を紹介し、続いてローマ字表記の特徴を述べる。 

 

５.１.１ 漢字仮名交じり文の表記 

1 課から「漢字仮名交じり文」表記の教科書もあるが、多くは「ローマ字表記」、または、「ひらが

な文」から始まり、「漢字仮名交じり文」へと移行している。ひらがなのみや漢字が少ない場合は漢字

仮名交じり文であっても語の区切りがわかりやすいように分かち書きを用いている。チェコの②

Japonština (2015)ではカタカナが最初に導入されているが、仮名を導入しているほかの教科書はすべて

ひらがなかを最初に使用している。 

 

L1：ハジメマシテ。ヤンデラデス。 

L2：ヤンデラサンノ クルマハ ナニイロデスカ。 

L3：ヤンデラサンハ メガ 大キイ 

L4：ヤンデラさんはまいあさ 6 時におきます。 

L5：ヤンデラさんは 4 時ごろうちに帰ります。 

図 6 1 課から 5 課の漢字仮名・平仮名交じり文の目次 （②Japonština, 2015） 

 

日本でも1947年までの尋常小学校では 1年生がカタカナ、2年生からひらがなの読本を用いていた。

カタカナは画数が少なくシンプルなカタカナは学習者にとって負荷が少ない文字である。前書きには、

「本書では仮名に比べてアルファベットが少ないため、学び始めの 3 課かまではカタカナのみを使用

し、4 課でひらがなを学び、ひらがな・カタカナを組み合わせて標準的に表記する。（意訳、原文チェ

コ語）」とカタカナを最初に導入する理由が述べられている。カタカナ文→漢字カタカナ混じり文→漢

字仮名混じり文の順に提示されており、ひらがなは第 4 課で導入されている。1 課の本文を例として

挙げる。 

 

センセイ：コレハ ナンデスカ。 

ガクセイ：ソレハ 「ギャ」デス。 

センセイ：イイエ、チガイマス。「ギャ」デハアリマセン。 

ガクセイ：「ギョ」デス。 

センセイ：ハイ、ソウデス。 

図 7 1 課の本文, p.15 （②Japonština, 2015） 

 

５.１.２ ローマ字表記の例 

 分析対象の中でローマ字表記を用いるすべての教科書で基本ヘボン式ローマ字表記が採用されてい

た。会話を聞くことが活動の中心である、文字学習の負担を減らすといった理由でほぼ7ローマ字表記

のみが用いられている教科書としてイギリスの㉖Take off in Japanese（2000）がある。本書の目次は「英

語」と「ローマ字日本語」の併記となっている。目次と 14 課の Dialogue 1 の会話文と Dialogue 3 の読

 
7身体の部分を示す 12 単語だけひらがなで提示されているほかはすべてローマ字表記。 
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み教材の例を挙げる。 

 

L１：Starting out ／ Hajime ni 

L２：From time to time ／ Eiga wa nan-ji kara desu ka 

L３：Money, money, money ／ Ikura desu ka 

L４：Out and about ／ Asoko ni arimasu 

L５：Getting around ／ Tokyo made 1-mai kudasai 

図 8 ㉖Take off in Japanese（2000）の目次 

 

 

図 9 14 課 Gaikoku e itta koto ga arimasu ka, p.196 （㉖Take off in Japanese, 2000） 

 

 

図 10 14 課 Gaikoku e itta koto ga arimasu ka, p.200 （㉖Take off in Japanese, 2000） 

 

５.１.３ 表記の併用 

併記を用いる場合は、漢字仮名交じり文（仮名文）にローマ字を併記するのが一般的である。そこ

に学習者母語を加える場合もある。例としては、スペインの㉕El japonés fácil（2004）や㉔Japonés en 

viñetas（2004-2005）があげられる。多くのロシアの教科書の場合は、例えば⑪Самоучитель японского 

языка（2009）のようにローマ字併記ではなくキリル文字が採用されていた。図 11 がスペイン語・漢

字仮名交じり文・ローマ字表記の併記されている㉕El japonés fácil（2004）の目次、図 12 が同書の漢
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字仮名交じり文にローマ字が併記されている 8 課の本文である。 

 

L1：El saludo／あいさつのことば（aisatsu no kotoba） 

L2：¿Que es esto?／これはなんですか（kore wa nan desu ka） 

L3：¿Ddnde esta la estacion?／えきはどこですか（eki wa doko desu ka） 

L4：Me levanto a las ocho／わたしは八じにおきます（watashi wa hachi-ji ni okiamasu） 

L5：Voy a Japdn con mi amigo／ともだちと日本へ行きます（tomodachi to Nihon e ikimasu） 

図 11 目次, pp.5-6 （㉕El japonés fácil, 2004） 

 

        

図 12 8 課, p.109 （㉕El japonés fácil, 2004） 

 

本書は漢字仮名交じり文であるが抜粋した 8 課の本文に提示されている漢字は「行く」のみである。

そのため区切りがわかりやすいよう分かち書きをしている。ローマ字表記はヘボン式を採用している

がローマ字文の下から 2 行目 Tutunde の Tu は訓令式となっている。仮名文「いちまんせんごせんえん

です。」のローマ字表記では「Ich i-man n i- sen en desu .」とハイフンを効果的に用いていることに

よって区切りがわかりやすいよう工夫されている。 

次に、漢字仮名交じり文とキリル文字併用の表記の例としてロシアの⑪Самоучитель японского 

языка（2001）を紹介する。 

 

 

図 13 L2 辞書形, p.25 （⑪Самоучитель японского языка, 2001） 
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ロシア語は音韻の数が豊富で、日本語の音をキリル文字で表記することも可能である。ロシア語の

教科書の多くには、五十音図とキリル文字の対応表が掲載されている。次章のローマ字表記の特徴の

中で、いくつかの教科書の五十音図とあわせて紹介する。 

 

５.２ ローマ字表記の特徴 

 各教科書のローマ字表記の工夫や特徴について論じる。 

 

５.２.１ 五十音図とローマ字表記の対応 

前出の⑪Самоучитель японского языка（2001）ではひらがなにローマ字とキリル文字を併記した五

十音図が冒頭で紹介されている。その表を図 14 として挙げる。 

 

       

図 14 L1 助詞「五十音図, p.8 （⑪Самоучитель японского языка, 2001） 

 

次に図 15 にポーランドの④Język Japoński dla początkujących（2004）第 1 課に掲載されている五十音図

を、図 16 に同書の例文の提示例を紹介する。 

 

 

図 15 L1 HIRAGANA「五十音図, p.9 （④Język Japoński dla początkujących, 2004） 

 

77



       

図 16 L2 JESTEM STUDENTEM, p.9 （④Język Japoński dla początkujących, 2004） 

 

図 14⑪Самоучитель японского языка （2001）の「し shi 」「ち chi 」「つ tsu 」はひらがなとヘボ

ン式ローマが対応しているが、図 15 で④Język Japoński dla początkujących （2004）の表では「し」「ち」

「つ」と対応しているのは、「si」「ti」「tu」と訓令式となる。ただし、図 16 で例文を見ると「shi」

「chi」「tsu」とヘボン式が用いられている。つまり、五十音図と例文で使用されているローマ字が一

致してない。これは図 15 の五十音図がローマ字表記の文字ではなく、音の体系を簡素にわかりやすく

提示することに焦点をあてているからだと考えられる。 

 フィンランドの⑬Konnichi wa（2015-）では、五十音図表に加え、図 17 の拗音の図解や図 18 のよう

に「外来語の表記」（1991 年、内閣告示・内閣訓令）の第 1 表右上、並びに第 2 表の中からフィンラ

ンド語を書き表す際に知っていてほしいカタカナをピックアップして導入している。 

 

 

図 17 拗音, p.19 （⑬Konnichi wa, 2015-） 
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図 18 カタカナ, p.22 （⑬Konnichi wa, 2015-） 

 

５.２.２ ローマ字表記の採用 

 ㉔Japonés en viñeta（2004-2005）には、「学習のスピードを上げるために、すべての単語やフレーズ

をローマ字に変換して提示する。あとで修正するのが難しい悪癖をつけないようにできるだけ早く五

十音（ひらがなとカタカナ）を学習することをすすめる。（意訳、原文スペイン語）」（p.10）とあり、

最終的には仮名の習得を奨励するその過程でのローマ字使用に言及している。 

一方で、㉖Take off in Japanese（2000）には「日本語の文字形態は複雑で読み書きが困難な言語であ

る。ひらがな、カタカナ、漢字の 3 種類の文字セットで構成され、組み合わせて使用されている。（中

略）コースの範囲内では、このような複雑な筆記システムを教えることはできないので、ローマ字を

用いた。（意訳、原文英語）」（p.12）とあり仮名や漢字の導入を前提とせず一貫してローマ字表記を採

用している。 

また、スペインの㉕El japonés fácil（2004）には、「日本語の文字に関して、おそらく最も難しいの

は、漢字の文字を読み書きするのに慣れることであろう。だからこそ、誰もがどんな状況や機会でも

完璧に対処することができる、ひらがなとカタカナという 2 つの音節アルファベットに焦点を当てる

のが有用なのである。（意訳、原文スペイン語）」とあり、最初から最後の課まで本文提示ではローマ

字と漢字仮名交じり文が併記されている。 

日本国内で出版された教科書でもローマ字表記が使われることがある。角知行（2006）の「ローマ

字の可能性：日本語教科書調査から」では、35 冊のローマ字使用教科書が紹介されている。今回の分

析と対象とはなっていないが国内外で広く使用されている『げんき』（坂野永理ほか、2020）に「学習

者の負担を軽減させ、自習を容易にするために、ローマ字を併記しました。」とあり、冒頭ではローマ

字表記が併用されている。このように国内外を問わず学習のスタート時には、文字を覚える負担を減

らすためにローマ字表記が使用されることがある。海外で作成された教科書も、学習が進むにつれて

ローマ字表記から漢字仮名交じり文への移行していくものが多いが、上記のようにほぼローマ字表記

のみ、または、一貫して漢字仮名交じり文にローマ字表記を併用する教科書が国内に比べ多いのも海

外の日本語教科書の特徴である。 

 

５.２.３ ローマ字の母音長音の表記  

 母音の長音は教科書によってローマ字表記が異なる。 
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表 2 母音長音のローマ字表記 

 

⑥Учебник японского 

языка 

（ロシア、2009） 

㉔Japonés en viñetas 

（スペイン、

2004-2005） 

㉕El japonés fácil 

（スペイン、2004） 

㉖Take off in 

Japanese 

（イギリス、2000） 

ア段 ー  o bâ s a n  o b a as a n  o bā s a n  

イ段 m uz u k a s h i i  o j î s a n  o j i i s a n  o j i i s a n  

ウ段 ー  y û b e  y ū g a t a  y ū b i n  

エ段(エイ) ー  e i g a  e i g a  e i g a  

エ段(エエ) ー  o nê s a n  o n e es a n  o nē s a n  

オ段(オウ) k o : j o :  o t ô s a n  o t ō s a n  o t ō s a n  

オ段(オオ) o o k i i  ô k i i  o o k i i  ō k i i  

 

このように母音の長音には 4 つの表記方法が採用されていた。 

(1) obāsan 「ā」長音記号のマクロン 

(2) obâsan 「â」山型のサーカムフレックス 

(3) obaasan 「aa」母音字を重ねる 

(4) ko:jo:  「o:」「オウ」の長音にコロン 

⑥Учебник японского языка（2009）では、コロンが使用されていたが、コロンを用いる長音表記は

「オウ（o:）」のみであり、ほかの長音表記では母音字の重ねを使用していた。これによってオ段の長

音「オウ（o:）」と「オオ（oo）」を区別できる。㉕El japonés fácil（2004）でも「オウ（ō）」と「オオ

（oo）」の表記分けがある。 

4 冊の比較ではウ段の長音とエ段「エイ」の表記に関しては一致していた。エ段長音「エイ」以外

はサーカムフレックスで統一している（㉔Japonés en viñetas）、イ段長音とエ段長音「エイ」以外はマ

クロンで統一している（㉖Take off in Japanese）、ウ段とオ段（オオ）では母音字重ねを、ウ段とオ段

（オウ）マクロンを使用している（㉕El japonés fácil）と各教科書で長音ごとに記号の使い分けを工夫

していることがわかった。 

 

５.２.４ さまざまローマ字表記例 

撥音、形容詞、擬態語、人名のローマ字表記について表 3 にまとめる。教科書でスペースがとられ

ていた場合は見やすいように●に置き換えた。 
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表 3 y と母音字の前の撥音・形容詞・擬態語・人名のローマ字表記 

 
㉔Japonés en viñetas 

（スペイン、2004-2005） 

㉕El japonés fácil 

（スペイン、2004） 

㉖Take off in Japanese 

（イギリス、2000） 

Y・母音字の前

の撥音 
on 'yomi ten ' in  ― 

イ形容詞 nagakunai  nagaku-na i  nagaku●nai  

イ形容詞 ― nagakuar imasen  nagaku●ar imasen  

ナ形容詞 shinse tsu●ja●na i  shinse t su●ja●na i  shinse t su●ja●na i  

ナ形容詞 de●wa●ar imasen  dewa●ar imasen  dewa●ar imasen  

擬態語 pekopeko  peko●peko ― 

人名 Satō-san  Yamada-san  O-yama●san  

 

 後ろの y または母音字と切り離す必要がある撥音 n にはアポストロフィを用いている。イ形容詞の

「ない形」に関しては、「ない」の前に「スペースをいれる」、「ハイフンをいれる」、「続けて書く」と

教科書によって表記方法が異なっていた。イ形容詞のない形「nagaku-nai」ではハイフンを入れるが、

ありません形「nagakuarimasen」になった時には続け書きをする教科書（㉕El japonés fácil）もあれば、

ない形「nagaku●nai」、ありません形「nagaku●arimasen」ともに活用語尾の前にスペースをとる教科書

（㉖Take off in Japanese）もあった。 

ナ形容詞の「ない」形は「じゃ」と「ない」の間にスペースを入れるのが一般的であったが、「では

ありません」の形になったときには、「dewa●arimasen」とするのか、「de●wa●arimasen」のようにする

のかスペースの取り方にも違いがあった。 

オノマトペも間にスペースをいれる場合といれない場合があった。 

人名に関しては、名前と「さん」の間をスペースで示すものとハイフンで結ぶものの両パターンが

あった。㉖Take off in Japanese では人名の「オヤマ」の「オ」の後ろにハイフンを用いている。これは

形態素をハイフンで表している例と考えられるが他に例を見つけることができなかった。 

次に、接頭辞とあいさつ言葉のローマ字表記の例を紹介する。 

 

表 4 接頭辞（美化語）とあいさつ表現のローマ字表記 

 
㉔Japonés en viñetas 

（スペイン、2004-2005） 

㉕El japonés fácil 

（スペイン、2004） 

㉖Take off in Japanese 

（イギリス、2000） 

接頭辞 o-kane  okane  o-kane  

おかえりなさい o-kae ri●nasa i  okaer inasai  o-kaer i●nasa i  

おかげさまで ― okagesamade o-kagesama●de  
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おだいじに O-da i j i -n i  odai j ini  O-dai j i●n i  

こんばんは konban●wa konbanwa konbanwa 

こんにちは konnichi●wa kon’nichiwa konnichiwa  

 

美化語「おかね」は「お」の後ろにハイフンをつけ接頭辞であることを示す教科書もあれば、ハイ

フンなどは用いず一語のかたまりと表記する教科書もあった。㉖Take off in Japanese 美化語の「お」だ

けでなく、あいさつ表現の「おかえりなさい」「おだいじに」の接頭辞の後ろにもハイフンを付けるこ

とで語の区切りを表しているが、「おばあさん」については 1 語のチャンクとしてハイフンを使用しな

いなど接頭辞と語の結びつきの強さによって独自の使い分けがあった。㉔Japonés en viñeta（2004-2005）

は「こんにちは」「こんばんは」の語尾の「は」の前にスペースをいれ切り離している。㉕El japonés fáci

（2004）は、「kon’nichiwa」の「こん」の「n」とそれに続く「に」の「n」を区別するためにアポスト

ロフィを用いているのが特徴的である。 

 実際にどのような表記が使われているのか㉖Take off in Japanese（2000）を例に紹介する。上から 6

行目の下線部「kao●iro」の間にはスペースがあり「顔色」という一語ではなく「顔」「色」という 2

語で示されている。 

 

A :  O - y a m a  s a n  w a  o - g e n k i  d e s u  k a .    

B :  H a i , o - k a g e s a m a  d e .    

    Yo k u  t a b e m a s u  k a r a  f u t o t t e  i m a s u .   

A :  S ō  d e s u  k a .    

     To k o r o d e ,  k a o  i r o  g a  w a r u i  d e s u  n e .   

B :  Ē ,  a t a m a  g a  i t a i  s h i  ,  k i b u n  g a  w a r u i  d e s u .    

    K a z e  d a t o  o m o i m a s u .    

    A s h i  w a  d ō  s h i m a s i t a  k a .    

A :  E k i  n o  k a i d a n  d e  k o r o b i m a s i t a .   

C :  S u g u  n a o r u  t o  o m o i m a s u .     

   O - d a i j i  n i .    

   Ts u g i n o  k a t a ,  d ō z o .    

  K y ō  w a  d ō  s h i m a s i t a  k a .（以下、略） 

図 19 第 13 課 shū ni nan-kai undo shimasu ka, p.181 (㉖Take off in Japanese, 2000) 

 

５.２.５ ロシアの⑥Учебник японского языка（2009）の表記例 

 特徴的なローマ字表記の工夫が見られた教科書にロシアの⑥Учебник японского языка（2009）があ

る。表 2 で紹介した「おお」の母音長音表記にコロンを使用すること以外にも独自の工夫がされてい

る。本書は本文や練習問題は漢字仮名交じり文で提示され、文法説明にはロシア語が用いられ、その

際の例文には大文字のローマ字表記が使われる。以下に特徴的な例を紹介する。 

 

(1)長音 [O:]と表記する例 

<1> BYO:KI-O MOTTE IRU TO KANJIMASHITA.   
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<2> TO:KYO : -NI  KITE KARA KO:JO:-DE  HATARAITE IMASU. 

 

(2)長音[OO]と表記する例 

<3> SONO T SUGI-NO  |  OOKII  SHIMA WA HOKKAIDO: DESU.  

 

(3)ポーズを 「|」（パイプライン）で表記する例 

<4> MINASAN |  IMA WA NIHONGO-NO JUGYO: DESU.  

<5> 冬 | この教室は | さむくありません 

<6> 今日 | 天気は | とてもいいです。 

 

(4)助詞の前に「－」「スペース」をつけて表記する例 

<7> ASOKO -NI  WA  KO:JO: ,  TOSHOKAN NADO-NO  TATEMONO-GA  MIEMASU 

<8> UCHI-NI  KAETTE TOKEI-O  MIRU TO, SANJI  DESHITA.  

<9> DORE DE MO  SHIRANAI NADO TO KOTAETA．  

 

(5)接頭辞を「－」で表記する例 

<10> O-NAMAE WA NAN TO IIMASUKA.  

 

(3)は「|」（パイプライン）を挿入することによって、声に出した際のポーズや文の区切れをわかり

やすく示していると考えられる。このパイプラインはローマ字表記のみではく例文<5><6>のように漢

字仮名交じり文でも使用されている。今回調べた教材の中でこのような工夫を凝らしているものは本

書のみであった。 

(4)の助詞の表記「に・を・へ・の・が」は前の語とハイフンで結ばれているが、「は」にはハイフ

ンは用いられていない。「には」「でも」のように 2 字の助詞では文字の間にスペースがとられている。

ただし<7>「ASOKO-NI WA」、<9>「DORE DE MO」のように「には」の「に」には前にハイフン

がつくが、「でも」は一字ずつスペースがとられている。ハイフンの有無はその助詞が格変化の役割を

果たしているかに関係があると推測される。つまり、「は」や「でも」の「で」は格変化の役割がない

のでハイフンがなく、それに対し「が」は主語の格変化の一部（語の一部）として扱われているため、

ハイフンをつけることによって格助詞の一部であることを示していると考えられる。本書の実際の説

明文の例を以下に紹介する。 

 

 

図 20 p.12 の説明（⑥Учебник японского языка, 2009） 
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図 21 p.196 の説明（⑥Учебник японского языка, 2009） 

 

５.２.６ ポーランド④Język Japoński dla początkujących（2004）の表記例 

 ⑥Учебник японского языка（2006）では格変化によって助詞につくハイフンを工夫しているのはな

いかと考察したが、ここではポーランドの④Język Japoński dla początkujących（2004）の例を紹介する。 

 

①K o r e - w a  d a r e - n o  s a i f u  d e s u - k a ?  

② Z a k o p a n e - w a  s h i z u k a - n a  ma c h i  d e s u .  

③ Te r e b i - o  m i r u - n o - g a  s u k i  d e s u .  

④G a i k o k u - o  r y o k ō - s u r u - n o - n i  k y ō mi - g a  a r i ma s u .  

図 22 p.180 の例文（④Język Japoński dla początkujących, 2004） 

 

本書では助詞「は」も含めすべての助詞の前にはハイフンがついており、2 文字の助詞に関しても

間にハイフンがふられている。一方、先の図 19 イギリスの㉖Take off in Japanese（2000）や図 12 スペ

インの㉕El japonés fácil（2004）では、助詞はハイフンではなくスペースをあけて示されており、教科

書によって独自の表記方法がとられていることがわかる。 

 

５.２.７ 教科書の表記の工夫 

以上、ローマ字表記は長音、助詞、活用語尾、接頭語など教科書によって独自の工夫がされている

ことが確認できた。最初から仮名や漢字を教えるか、ローマ字を使うのか。ローマ字は漢字仮名習得

までの引継ぎ手段なのか、それとも継続してローマ表記を用いるのかなど、学習目標やニーズによっ

てどのような表記を用いるかが違ってくるのは当然である。例えば日本語の会話を勉強したいけど、

耳から聞くだけでは覚えられない、音もメモしたい、文字媒体がないと不安という学生がいる場合は、

ローマ字表記であれば文字学習の負担を軽減し、口頭練習に集中しやすくなる。この場合はローマ字

だけでなく、日本語の音素を的確に表すことができるのでればキリル文字のように学習者母語の文字

を使用することも有益である。音の再現のためにローマ字を使用するという目的において日本語の正

書法や表記体系が介在する必要はないだろう。一方で、ローマ字表記のさまざまな工夫が、仮名文字

に移行した際の弊害にもなりうる。例えば、ハイフンとカタカナの長音記号に類似、助詞「を・は・

へ」のローマ字表記と仮名表記のズレ、形態素の表し方などローマ字特有の表記の工夫が仮名への移

行の際に混乱を招く恐れもあるだろう。また、ローマ字と音の結びつきにも考慮する必要がある。「shi」

というローマ字表記をみて正確に日本語の音[ ɕi ]と結びつくのか、それとも外国語によっては母語干
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渉により[ ʃi ]になる例があるのかなど、ローマ字の使用によって母語ごとに特徴のあるアルファベッ

ト音に影響を受け発音のズレが生じる場合があるのかも検証する必要がある。 

本論では海外で出版された教科書の表記を分析し、独創性のある工夫が凝らされていることが確認

できた。本研究の目標の 1 つである local knowledge（現地知識）を収集するという点からも興味深い

分析結果が得られた。 

 

６.文法項目の取り上げ方 

文法教育の理念を把握するということを目的に、文法に関しては次の 3 点について考察を行った。 

（１）文法項目の提示順 

（２）文法項目の提示方法 

（３）文法項目の記述方法 

以下、それぞれについて詳しく見ていく。 

 

６.１ 文法項目の提示順 

 文法項目の提示順に関しては、3 つの傾向が見られた。1 つ目は、文法項目は、日本で作成・使用さ

れている多くの初級の総合教科書同様に積み上げ式で提示されているということである。このような

提示順は、チェコ、フランス、ドイツ、ハンガリー、アイルランド、イタリアの教科書で確認された。

以下、一例として、アイルランドの㉒Nihongo kantan（2011）を挙げよう。 

 

表 5 ㉒Nihongo kantan（2011）の文法項目とその提示順 

課 文型 

第 1 課「挨拶と自己紹介」 ～は～です／じゃないです 

第 2 課「自己紹介」 どこに住んでいますか；～が好きです 

第 3 課「家族」 ～がいます；【形容詞】です 

第 4 課「暇なときと毎日」 ～から～まで；【時間】に／ごろ；ある；【動作動詞】ます；を； 

【方向】に／へ；【場所】で；【人】と 

第 5 課「休みの日」 いつ；でした；【名詞】のまえに／あとで；【動作動詞】ました；【手段】で； 

【形容詞】過去形 

第 6 課「いただきます」 ～ましょうか／ませんか；～にします；～をください 

第 7 課「学校生活」 【時間】に～回；動詞テ形；～ています；～てから；～てください； 

～てもいいです；～てはいけません 

第 8 課「買い物」 【場所】に；いくらですか；～すぎる；～たいです；～ほしいです 

第 9 課「私の家と近所」 動詞辞書形；～ない形；～ないでください；比較；～になる／くなる； 

～し～し 

第 10 課「スポーツ」 名詞修飾；～ことが好きです；～ことができる；動詞タ形；動詞ナカッタ形； 

～たことがあります；～たり～たり 

第 11 課「お大事に」 どうしたんですか；～た／ないほうがいいです；～とき；～と思います； 

～は～が【形容詞】です 
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第 12 課「日本の季節と気候」 でしょう／かもしれません；つもりです；～たいと思います；～たら； 

あげる／くれる／もらう 

 

 表 5 が示しているように、分析対象となったアイランドの教科書では、文法項目は、概ね積上げ式

となっており、日本で使用される多くの初級の総合教科書における文法項目の提示順とは大きく変わ

らない。ただ、一課当たりの学習時間が明示されていないため、判断しかねるが、表 5 から明らかに

なっているように、課によっては、一課当たりの文法項目の量が異なり、特に 7 課以降は一課当たり

の文法項目の量が多い。 

 文法項目の提示順に関して見られた 2 つ目の傾向は、文法項目は、「積み上げ」ではなく、教材の

使用目的に従い提示されているということである。例えば、「生活日本語」というコンセプトを下に

作成されているオーストリアの①Nihongo e youkoso（2002）では、同じ課には、「～ときに、～に行

きます、～が好きです、～は【形容詞】です、～をしたいです、～がありません」が提示されている

（8 課「日本人の余暇」）。また、漫画が学習題材となっているスペインの㉔Japonés en viñetas（2004-2005）

では、一課（17 課）丸ごとが「終助詞」の学習に当てられている。 

  文法項目の提示順8に見られた 3 つ目の傾向としては、文法項目は、日本語学（＝言語学）のコンセ

プトに基づき提示されているということである。このタイプの提示方法は、ロシアの教科書に多く見

られた。以下がその一例である。 

 

表 6 ⑦Основы японского языка（2007） 

ロシアの教科書の目次  日本語訳 

1 Особенности японского языка  

 

 

 

 

 

 

イコール 

日本語の特徴 

2 Фонетика и орфоэпия 音声学 

3 Слоговые азбуки катакана и хирагана かな 

4 Иероглифы 漢字 

5 Модели простых предложений 単文 

6 Падежные частицы 格変化と助詞 

7 Глаглы 動詞 

8 Группа тайген: существительные, местоимения, числительные 体言 

9 Прилагательные 形容詞 

10Соединительные частицы 接続助詞 

11 Вспомогательные глаголы 補助動詞 

12 Наречные частицы 副詞的助詞 

13 Наречия 副詞 

14 Союзы 接続詞 

15 Заключительные частицы 終助詞 

16 Междометия 感嘆詞 

 
8ここの考察は、提示順と、次の章で取り上げる提示方法の両方に関係しているものである。 
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17 Сложные предложения 複文 

18 Почтительная форма речи 敬語 

19 Образование сложных слов 派生語 

20 Местные диалекты и просторечная лексика 方言 

 

６.２ 文法の提示方法 

次に、文法の提示方法に関して観察されたことについて報告する。 

分析した教材で、文法の提示方法で最も目立った傾向としては、類義表現または同じカテゴリーに

属する複数の文型がまとめて提示されているということが挙げられる。この傾向は多くの教科書に見

られた。また、特に文型がまとめて提示されるという傾向が多く見られたのは、使い分けが困難かつ

必要な文型についてである。表 7 はその一部の形式や表現を例示しているものである。 

 

表 7 類義表現／使い分けが必要な文型の提示方法の例 

文型 教科書（例） 

助詞 ⑦Основы японского языка （2007） 

仮定の形式 ②Japonština（2015） 

動詞の活用形 

（活用表） 

⑫Читаем, пишем, говорим по-японски （2000-2003）, ⑦Основы японского 

языка （2007）, ⑥Учебник японского языка （2009） 

補助動詞（「～はじまる、

終わる…」） 

⑦Основы японского языка（2007） 

 

助動詞 ⑦Основы японского языка（2007） 

テ形を使った表現 ③Učebnice japonštiny（2001）, ㉒Nihongo kantan（2011） 

「なる」を使った表現 ㉕El japonés fácil（2004） 

「は／が」の交替 

（所在文、存在文） 

㉓Impariamo il giapponese（2018-）, ㉕El japonés fácil（2004） 

 

 意味・用法が似ている文型（表現）の使い分けが文法の中で学習者にとって最も困難な学習内容の

一つである（cf.ヨフコバ四位エレオノラ、稲葉和栄、久保田美子 （2020））が、日本国内で作成され

ている多くの教科書では、文型の使い分けに必要な情報を盛り込んだ情報は提示されておらず、文法

の記述は学習者の視点に立っていない。それに対し、海外の教科書では、この問題が強く意識され、

類似表現がまとめられ提示されていることから、文法の記述を学習者の視点に近づけようとする教材

の著者の意図が読み取れる。このような教材作りの知見の根底には、海外で作られている多くの教材

の著者が学習者に共感できる日本語学習経験をもつ日本語非母語話者であるという要因があろう。 

 

６.３ 記述方法 

 最後に文法の記述方法について簡単に見ておきたい。 

文法の記述方法に関して注目したいのは次の 2 点である：1)文法の記述用語には現地語の文法の記
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述用語が使われていること、2)類義表現の相違を意識させる記述がなされていること9。 

 1)の典型的な例としてロシアの教科書を挙げたい。ロシアの教科書では、様々な文型の説明にはロ

シア語の文法の記述に使用されている専門用語が使われており、その一例として、助詞の記述には、

ロシア語の「格変化」という用語が使われているということを挙げたい（表 8）。 

 

表 8 助詞の記述方法（⑥Учебник японского языка, 2002） 

Название падежа 格変化 Суффикс 接辞 

Именительный тематический は ВА 

Именительный рематический が ГА 

Родительный の НО 

Дательный に НИ 

Винительный を О 

Творительный で ДЭ 

Совместный と ТО 

Направления へ Э 

Исходный から КАРА 

Предельный まで МАДЕ 

Сравнительный より ЁРИ 

 

分析したロシアの教科書では、⑫Читаем, пишем, говорим по-японски（2000ー2003）を除き、全て

の教科書において同じ記述方法がとられていた（表 9）。 

 

表 9 ロシア語の教科書における助詞の記述用語 

教科書 用語 

⑤Учебник разговорного японского языка（2010） 格変化 

⑥Учебник японского языка（2009） 格変化 

⑦Основы японского языка（2009） 格変化助詞 

⑧Разговорный японский язык（2006-2007） 格変化助詞 

⑨Японский язык от А до Н（2006-） 格変化 

⑩Учебник японского языка（2002） 格変化 

⑪Самоучитель японского языка（2001） 格変化接尾辞 

⑫Читаем, пишем, говорим по-японски（2000ー2003） 
 

 
9これに関しては、3.4.2 でも言及したが、ここでもう少し詳しく見ておきたい。 
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 記述方法に関して見られた 2 つ目の傾向は、類義表現の違いに着目する記述方法である。これに関

しては、スペインの㉕El japonés fácil（2004）における助詞「は／が」（所在文、存在文）の交替につ

いてなされている記述を例にとって示したい。 

 

 

図 23 助詞「は／が」（所在文、存在文）の交替, pp.79-80（㉕El japonés fácil, 2004） 

 

㉕El japonés fácil（2004）の 3 課では、所在文と存在文が同時に導入されており、二つの構文の違い

を意識させる解説がなされ、例文が示される。スペインの教科書に見られたこのような記述は、他の

多くの教科書にも見られ、海外の日本語教科書においては一般的な傾向であるといえよう。３．４．

２で指摘したように、それは、著者が学習者に共感できる日本語非母語話者であることに深い関係が

あると考えられる。 

一方、日本で作成・出版されている初級の教科書においては、類義表現の違いに着目し、その違い

を学習者に意識させる記述方法がなされるということがさほど多くないので、学習者は類義表現の使

い分けに苦戦することが多い。日本の教材作りも、今後、海外の教材に反映されているそういった知

見を取り入れれば、より効果的な学習が期待できるであろうと考える。 

 

７.今後の課題 

 今回行った教材の調査・分析は、ヨーロッパの教材に限るものであったが、続けて、他の地域、す

なわちアジア、北・南米、オセアニア、アフリカという順に調査・分析を拡大していきたい。また、

今回の調査には、国際交流金の図書館に所蔵されている図書を用いたが、今後は、海外のネットワー
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クを利用した独自の調査を行い、国際交流基金の所蔵にない教材の収集・分析も進めていきたいと考

える。 
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